
第３号様式（第９条関係） 

防火対象物使用開始届出書（記入例） 

 

①年   月   日  

 

         ②       殿 

                  届出者 住所 

                      氏名       ③    

                      電話 （   ）    － 

所 在 地 ④                （電話       ） 

名 称 ⑤ 主要用途        ⑥ 

要 旨  ⑦ 新築 ・ 増築 ・ 改築 ・ その他（                ） 

建築確認年月日 ⑧ 建築確認番号 第     ⑨     号 

消防同意年月日 ⑩ 消防同意番号 第     ⑪     号 

工事着手

年 月 日 
⑫ 

工事完了 

（予定） 

年 月 日 

⑬ 

使用開始 

（予定） 

年 月 日 

⑭ 

他の法令による許認可            ⑮  

敷地面積 ⑯   ㎡ 建築面積    ⑰   ㎡ 延べ面積 ⑱   ㎡ 

従業員数 ⑲ 公開時間又は従業時間          ⑳ 

屋 外 消 火 栓 

動力消防ポンプ 

消 防 用 水 概 要 

㉑ 

そ の 他 必 要 な 

事 項 
㉒ 

検査希望年月日       ㉓      年    月    日 

※受    付    欄 ※経    過    欄 

  

備考  ※印の欄は、記入しないこと。 



第３号の２様式（第９条関係） 

防火対象物棟別概要追加書類（記入例） 
 

 

 

防

火

対

象

物

棟

別

概  

要 

 

第 

 

 

号 

用  

途 
㉔ 構 造 ㉕ 

種別 

 

階別 

  床 面 積

（㎡） 
用   途 

消 防 用 設 備 等 の 概 要 特 殊 消 防

用 設 備 等

の概要 
消火設備 警報設備 避難設備 

消火活動上

必要な施設 

階   

※㉙ 

階   

㉖階 ㉗ ㉘ 

階   

階   

階   

計        

 

 

 

 

防

火

対

象

物

棟

別

概  

要 

 

第 

 

 

号 

用  

途 
㉔ 構 造 ㉕ 

種別 

 

階別 

  床 面 積

（㎡） 
用   途 

消 防 用 設 備 等 の 概 要 特 殊 消 防

用 設 備 等

の概要 
消火設備 警報設備 避難設備 

消火活動上

必要な施設 

階   

※㉙ 

階   

㉖階 ㉗ ㉘ 

階   

階   

階   

計        

 

備考 １ 同一敷地内に２以上の棟がある場合には、棟ごとに必要な事項を記入し、添付すること。 

   ２ 法人にあっては、その名称、代表者氏名及び主たる事業所の所在地を記入すること。 

   ３ 建築面積及び延面積の欄は、同一敷地内に２以上の棟がある場合には、それぞれの合計を記入すること。 

   ４ 消防用設備等の概要欄には、屋外消火栓、動力消防ポンプ及び消防用水以外の消防用設備等の概要を記入すること。 

   ５ 防火対象物の配置図、各階平面図及び消防用設備等の設計図書（消火器具、避難器具等の配置図を含む。）を添付

（消防用設備等設置届出書を必要とする防火対象物にあっては添付省略）すること。 

    ６ ※印の欄は記入しないこと。 



防火対象物使用開始届出書 記入例 

①年月日 届出日を記入 

②届出先 
消防本部：粕屋南部組合消防本部 消防長 
南部消防署：粕屋南部消防組合 南部消防署長 
中部消防署：粕屋南部消防組合 中部消防署長 

③届出者 
所有者（テナント等の場合は占有者）の住所、氏名及び連絡先
を記入する。 

④所在地及び電話番号 
建物の所在地及び建物（テナントの場合はテナント）の電話番
号を記入する。 
「〇〇番地△△ □□ビル２階」 
※夜間等で連絡先が変わる場合は、その連絡先も余白に記入し
てください。 

⑤名称 
「○○株式会社○○工場」、「○○銀行○○支店」、又 は「○○
ビル○階 テナント名」等、建物の名称を記入する。 

⑥主用途 
防火対象物の用途を政令別表第１に掲げる用途区分に応じて
記入する。 
例）飲食店・物販店・共同住宅・工場・事務所等 

⑦要旨 
届出の要旨を記入。 
新築：新たに防火対象物を造る工事をいう。 
増築：既存の防火対象物の床面積を増加させる工事をいう。 
改築：防火対象物の全部を除却し、又はこれが滅失した後、引
き続き同一敷地内におい て、位置、用途、規模及び構造の著
しく異ならない防火対象物又はその部分を造る 工事をいう。 
その他：上記以外の工事等をいう。 
※テナント入替えの場合はその他（ ）内に記入する。 

⑧建築確認年月日 

⑨建築確認番号 

確認検査機関による建築確認年月日及び建築確認番号を記入
する。 
※既設の建物で建築確認が不明な場合は空欄で結構です。 

⑩消防同意年月日 

⑪消防同意番号 

消防同意年月日及び消防同意番号は、消防本部予防課で管理し
ておりますので、届出書提出時にお尋ねください。 
※既設の建物は空欄で結構です。 

⑫工事着手年月日 
工事に着手した日付を記入する。  
※既設の建物で工事着手日が不明な場合は空欄で結構です。 

⑬工事完了(予定)年月日 
工事が完了した日付を記入する。 
※既設の建物で工事完了日が不明な場合は空欄で結構です。 

⑭使用開始(予定)年月日 使用を開始する(開始予定の)日付を記入する。 

⑮他の法令による許認可 
消防法令以外の法令による許認可を受けている場合のみ記入
する。 

⑯敷地面積 

⑰建築面積 

⑱延べ面積 

各種面積は建築確認申請または計画通知に基づいた面積を記
入する。同一敷地内に２以上の棟がある場合、建築面積及び延
べ面積はそれぞれの合計を記入する。 
また、テナント入替えの場合、全体の延べ面積及びテナント部
分の面積を併記する。 
例）防火対象物全体の延べ面積 500㎡(ﾃﾅﾝﾄ部分の占有面積 120
㎡)の場合、「500㎡（120㎡）」と記入する。 

⑲従業員数 
従業員の人数(パート、アルバイト等含む)また交代制等で時間
によって従業員数が違う場合は、従業員が一番多い時間帯の人
数を記入する。 

⑳公開時間又は従業時間 実際の公開時間又は営業時間を記入する。 

㉑屋外消火栓、動力消防ポンプ、

消防用水概要 

先の中で設置しているものがあれば記入する。 
例）消防用水 敷地東側 20㎥ 
  屋外消火栓 ４基 



㉒その他必要な事項 
危険物の取扱い、火気使用設備、電気設備、消防活動用空地及
びその他消防法令上の規制で必要となる事項等(令第８条区
画、渡り廊下、受入れ人数等)がある場合に記入する。 

㉓検査希望年月日 
希望の検査日を記入する。 
※記入する前に検査担当へお問い合わせください。不明な場合
は空欄で結構です。 

㉔用途 棟ごとの用途を⑥と同様記入する。 

㉕構造 棟ごとに主要構造を記入する。「RC造」「鉄骨造」「木造」等 

㉖階 階数を記入する。 

㉗階別床面積 階ごとの床面積を記入する。 

㉘階別用途 階ごとの用途を⑥と同様記入する。 

㉙消防用設備等及び特殊消防用

設備等の概要 

階ごとに設置する設備等を記入する。 
 
・消火設備：消火器、屋内消火栓設備、スプリンクラー設備、
水噴霧消火設備、泡消火設備、不活性ガス消火設備、ハロゲン
化物消火設備、粉末消火設備、パッケージ型消火設備、パッケ
ージ型自動消火設備、共同住宅用スプリンクラー設備、特定駐
車場用泡消火設備、 
 
・警報設備：自動火災報知設備、ガス漏れ火災警報設備、 漏
電火災警報器、消防機関へ通報する火災報知設備、非常警報器
具、非常警報設備（放送設備を含む） 共同住宅用自動火災報
知設備、住戸用自動火災報知設備、共同住宅用非常警報設備、
特定小規模施設用自動火災報知設備、複合型居住施設用自動火
災報知設備 
 
・避難設備：避難器具、誘導灯 
 
・消火活動上必要な施設等：排煙設備、連結散水設備、連結送
水管、非常コンセント設備、無線通信補助設備、共同住宅用連
結送水管、共同住宅用非常コンセント設備、 
 
・特殊消防用設備等：上記以外の特殊消防用設備がある場合に
記入します。 
 

 
※同一敷地内に２以上の棟がある場合には、棟ごとに「防火対象物棟別概要追加書類（第
３号の２様式）」の必要事項を記入し、添付すること。 

 

※添付書類等 

 付近見取図、配置図、仕上表、面積表、平面図、立面図、断面図、建具表の他、用途に応じて必

要となる書類等(例：飲食店の場合は上記に加え、厨房機器リスト（熱量が分かるもの）、換気ダクト

図等が必要となります。) 

 以上の書類を添付の上、使用開始日の７日前までに届出が必要です。 

  


